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五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん

雪遊びって、楽しいね！
窓の外は一面の銀世界。もりやまこども園大川分園
の園児たちは、目を輝かせながら園庭へと飛び出し、
みんなでかまくらを作ったり、そりすべりをしたりして、
元気いっぱいに雪遊びを楽しみました。



火
災
を
防
ぎ

命
を
守
る
た
め
に

平
成
28
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
の
過
去
３

年
間
、
町
で
は
15
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
９
件
、
林

野
火
災
２
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他
火

災
３
件
で
す
。
出
火
原
因
別
に
見
る
と
、
電

気
配
線
が
最
も
多
く
、
次
い
で
野
焼
き
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
は
財
産
を
灰
に
し
、
生
命
を
も
奪
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
左
に
示
し
た
「
火
災
を
防

ぐ
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
注
意
し
、
火
の
用

心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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今
年
１
年
間
の
無
火
災
と

防
災
力
の
向
上
を
誓
う

１
月
６
日
、「
平
成
31
年
町
消
防
出
初
め

式
」
を
朝
市
駐
車
場
、
広
域
五
城
目
体
育
館

で
開
催
し
、
出
席
し
た
町
消
防
団
員
と
消
防

関
係
者
ら
が
、
今
年
１
年
間
の
無
火
災
や
地

域
の
安
心
安
全
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
朝
市
駐
車
場
で
渡
邉

彦
兵
衛
町
長
、
藤
井
好
春
団
長
か
ら
観
閲
を

受
け
、
服
装
、
姿
勢
、
礼
式
な
ど
の
点
検
を

行
っ
た
後
、
下
タ
町
通
り
や
中
央
線
を
力
強

く
行
進
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で
式
典

を
行
い
、
防
災
や
消
防
活
動
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
46
人
と
、
平
成
30
年
中
に
無
火
災
の

９
つ
の
分
団
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
井
団
長
が
「
災
害
現
場
で
の

対
応
力
を
高
め
る
た
め
、
研
さ
ん
を
積
む
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
予
防
啓
発
に
努
め
て
い

く
。
災
害
の
な
い
１
年
で
あ
る
よ
う
に
祈
念

す
る
」
と
訓
示
を
、
千
葉
與
右
エ
門
副
団
長

が
「
有
事
に
は
迅
速
果
敢
に
行
動
し
、
町
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
り
、
消
防
の

使
命
達
成
に
ま
い
進
す
る
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

❶式には女性消防団員の
皆さんも出席❷訓示を述
べた藤井団長❸宣誓を行
う千葉副団長❹団員らが
防災への決意を新たにし
た消防出初め式

平成31年消防出初め式で

表彰状・感謝状を受けられた皆さん 
（敬称略） 県知事表彰として、

有功章を受章され
た小玉裕隆さん（第
９分団分団長）㊧と
佐川誠さん（第４分
団副分団長）㊨

■秋田県知事表彰
　有功章
　小玉　裕隆（第９分団分団長）
　佐川　　誠（第４分団副分団長）
　火災予防運動協力者
　石井　新市（町火災予防組合

副組合長）
　30年勤続章
　村上　　豊（第３分団副分団長）
　25年勤続章
　荒川　　滋（第１分団分団長）
　鳥井　正浩（第２分団部長）
　20年勤続章
　石井　秀行（第５分団団員）
　石井　康幸（第10分団分団長）
　佐々木　真（町消防本部

消防司令補）

■秋田県消防協会長表彰
　10年勤続章
　草皆　康友（第５分団団員）
　北島　智志（第12分団班長）
　浅野　陽一（第12分団団員）

■男鹿潟上南秋支部長表彰
　優良消防団員
　荒川　正崇（第１分団団員）
　猿田　吉徳（第２分団団員）
　小玉　　満（第６分団団員）
　佐藤　寿幸（第６分団団員）
　７年勤続章
　栗山　　健（第１分団団員）
　加藤　綱紀（第４分団団員）
　伊藤　　智（第４分団団員）
　藤井　純一（第４分団団員）
　草皆　拓弥（第５分団班長）
　伊藤　知範（第９分団団員）
　猿田　未徳（第10分団団員）
　畑澤　忠則（第11分団団員）
　加藤　文哉（第13分団団員）

■町長感謝状
　永年勤続退職者
　一関　鐐一（前団長）
　石川　一美（前第７分団分団長）
　石川　勝好（前第７分団部長）
　佐々木芳孝（前第７分団班長）
　石井　淳一（前第８分団

副分団長）
　関藤　弘一（前第９分団団員）

■町長表彰状
　５年勤続章
　高橋　勇輝（第１分団団員）
　荒川　正崇（第１分団団員）
　近藤　和久（第２分団団員）
　一関　利幸（第５分団団員）
　草皆　裕樹（第５分団団員）
　草皆　亮平（第５分団団員）
　草皆　洋輔（第５分団団員）
　河戸　貴善（第６分団団員）
　伊藤　　学（第８分団団員）
　原田　一仁（第８分団団員）
　石井　太輔（第８分団団員）
　沢田石　智（第11分団団員）
　畑澤　幸二（第11分団団員）
　笹川　　亮（第12分団団員）
　嶋﨑　靖晃（第12分団団員）
　八柳　創太（第12分団団員）

■町長表彰
　優良分団
　（平成30年１月１日〜

平成31年１月２日無火災）
　第２分団、第４分団、第５分団
　第６分団、第７分団、第８分団
　第９分団、第10分団、第13分団

雪が降りしきる中、下タ町通
りを威風堂々と行進する消防
団員の皆さん。火災や災害か
ら私たちの生活を守るため、
日夜活動に励んでいます。

■�電気コードを家具等の下敷き
にしない。
■�長期間差したままのプラグ等
は、定期的に点検し清掃をす
る。
■�給油するときは必ず火を消し
てから行う。
■�ストーブの周りに燃えやすい
ものを置かない。

■�強風時や空気が乾燥している
ときは野焼きをしない。
■�野焼きをする際は、少しずつ
焼却し、火が消えるまでその
場から離れない。

家具の下敷きに
なった電気コー
ドから発火する
恐れがあります。

お問い合わせ　町消防署（☎852・2028）
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あったか鍋＆食べ物コーナー（売り切れ次第終了）
9：00〜	 ❶	新開発「だまこそば」
	 ❷	懐かしい味「きゃのこ汁」	
10：00〜	 ❸	旬のタラがたっぷり「タラ鍋」
	 ❹	五城目名物「だまこ鍋」
11：00〜	 ❺	餅つきの実演と無料提供

同時開催イベント
9：00〜		 ◉	ごじょうめ朝市plus+
	 ❻	五城目町職人物産展
	 ❼	JAF会員優待イベント
　　　	 ❽	箱そり無料貸出
	 ❾	酒蔵開放
9：30〜	 ❿	ミニ雪まつり

　あったか鍋まつり会場
で、五城目地区公民館ミニ
雪まつりを開催します。
　雪まつりでは、雪上ボー
リング大会を行います。

▼期　日　２月17日㈰

▼会　場　朝市イベント広場❿

▼対　象　小学生以下の部　20人、大人の部　10人

▼日　程　9：30〜10：00　受付（朝市イベント広場）
　　　　　10：00〜雪上ボーリング大会
※参加は無料です。事前にお申し込みください。
※雪不足の場合は、カーリング大会に変更します。

旬のタラがたっぷり入った「タラ鍋」や、
昔懐かしい具だくさんの「きゃのこ汁」、新
開発「だまこそば」、五城目名物「だまこ鍋」
などの鍋料理が朝市通りに出店します。
そのほか、餅つきの体験と無料提供、ミニ
雪まつり、福禄寿酒造の酒蔵開放などのイベ
ントや、「箱そり」の無料貸出を行います。
　当日は「ごじょうめ朝市plus+」も同時開催
します。
皆さまのご来場をお待ちしています。

お問い合わせ
町商工振興課（☎852・5222）

お申し込み・お問い合わせ
五城目地区公民館（☎852・4411）

※	会場案内図の数字がある
場所で行われます。

子育て支援センター「こどもの木」では、おともだ
ち広場、育児相談に加え、様々な行事を用意し、みな
さんをお待ちしています。お気軽にご参加ください。

▶利用時間　月曜日〜金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前９時〜午後３時30分

「わんパーク」２月の日程
▶２月 1日㈮　豆まき会をしよう！
▶２月19日㈫　五城目の昔っこ

新年度入園準備相談会
▶２月26日㈫　スマイルブック・誕生会

ひな飾りをつくろう！

■ 健 診 ■
４日㈪　２歳児歯科健康診査
　対象　　平成28年７月〜８月生まれ
　受付　　12時40分〜13時10分	 　場所　　役場１階保健室
18日㈪　３歳児健康診査
　対象　　平成27年６月〜８月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室
25日㈪　乳児健康診査（４・７・10か月）
　対象　　平成30年４月、７月、10月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室
28日㈭　１歳６か月児健康診査
　対象　　平成29年５月〜８月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分	 　場所　　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
12日・26日（第２・第４火曜日）　母子健康手帳の交付
　受付　　９時〜15時	 　場所　　健康福祉課
※	指定日以外で交付を希望される方は、事前にご連絡ください。

お問い合わせ　もりやまこども園内
こどもの木（☎852・3805） お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）

平成30年９月に実施した婦人病（子宮頸がん、乳がん）
集団検診を受診されなかった方向けに、各医療機関で個
別検診を実施しています。期間は２月28日㈭までです。▲

対象となる方
・子宮頸がん検診 ……	20歳以上の方
・乳がん検診 …………	40歳以上の方
※	今年度の無料クーポン券対象の方には、昨年５月に
クーポン券を送付しています。▲

受診の際は
・�下記の実施医療機関に直接予約し、受診してください。
・健康保険証を忘れずに持参してください。
・受診料は各1,000円です。
※	各医療機関で受診できる日が異なります。詳細は直接
お問い合わせください。
※	無料クーポン券対象の方は、券を持参で無料となります。

【実施医療機関一覧】
⃝乳がん・子宮がん検診
秋田厚生医療センター ☎880・3013
能代厚生医療センター ☎0185・52・3111
秋田赤十字病院 ☎829・5220
JCHO（ジェイコー）秋田病院 ☎0185・52・3271

⃝乳がん検診のみ 
藤 原 記 念 病 院 ☎878・3131
いなば御所野乳腺クリニック ☎838・1785
あきた駅前内科外科クリニック ☎837・6500
はしづめクリニック ☎883・3388
⃝子宮がん検診のみ
中 通 総 合 病 院 ☎833・1122
川 原 医 院 ☎833・4868
清水産婦人科クリニック ☎893・5655
御野場たなかレディースクリニック ☎874・8100
みゆきレディースクリニック ☎884・7088
山王レディースクリニック ☎862・2110
並 木 ク リ ニ ッ ク ☎846・1231
はりう産婦人科・内科クリニック ☎832・6663
藤盛レディーズクリニック ☎884・3939
土崎レディースクリニック ☎880・1565
あきたレディースクリニック安田 ☎857・4055
かおりレディスクリニック ☎866・8352
市 立 秋 田 総 合 病 院 ☎823・4171
たかはしレディースクリニック ☎0185・55・0033
関口レディースクリニック ☎0185・53・5121
成 田 産 婦 人 科 医 院 ☎0185・52・3317
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お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）、秋田中央保健所（☎855・5170）

町では、がん治療に伴うウィッグ（かつら）または乳
房補正具などを使用している方に、医療用補正具の購入
費用の一部を助成しています。▲

対象となる方
　以下のすべてに該当する方が対象です。
　・�申請日時点で五城目町に住所があり現に居住してい
る方

　・�がん治療に伴い脱毛または乳房を切除し、平成30
年４月以降に補正具を購入した方

　・�秋田県がん患者医療用補正具助成事業の承認決定を
受けている方▲

助成内容
　・�助成対象となる補正具は、ウィッグと乳房補正具と
し、１人当たりそれぞれ１個に限ります。

　・�助成限度額はウィッグ２万円、乳房補正具１万円です。

▲

申請に必要な書類
　先に県で実施している助成事業に申請し承認決定を受
けてから下記の書類をそろえ、町に申請してください。
　❶�五城目町がん患者医療用補正具購入費助成金交付申
請書

　❷��がん治療を受けていることが分かる書類の写し
　❸��購入した補正具の領収書の写し
　❹��秋田県がん患者医療用補正具助成事業承認決定書の
写し

　※�❶の申請書は、町健康福祉課にあります。❷と❸に
ついては、県に提出した書類と同一のものが望まし
いです。▲

申請期限　３月29日㈮▲

申 請 先　町健康福祉課

ゲートキーパーとは、身近な人の悩みに気付いて声を
かけて、話を聞いて、一緒に必要な支援を探す（つなげ
る）人のことです。
最初からボランティアとして活動することを考えなく
ても、自分の学びとしてなど興味のある方は講座に参加
してみませんか？　みなさんの参加をお待ちしていま
す。

▼日　　時　２月23日㈯　午後１時30分～午後３時

▼会　　場　五城館　１階ホール

▼内　　容　講話
　❶身近な人を支えるということ
　❷人の話を聞く力、自分のこころの保ち方
　❸心の健康と病気を理解しよう～うつと不眠を中心に～
※内容が一部変更になる場合があります。

▼講　　師　�秋田中央保健所　所長

▼対　　象　男女問わずどなたでも参加できます。

▼費　　用　無料

▼申込期限　２月15日㈮

お申し込み・お問い合わせ　町健康福祉課（☎852・5180）
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若
い
こ
ろ
は
、
自
衛
隊
や
食

糧
事
務
所
に
勤
め
ら
れ
て
い
た

⃞
さ
ん
。

趣
味
は
旅
行
で
、
奥
さ
ん
と

一
緒
に
、
沖
縄
へ
行
っ
た
と
き

の
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
思
い
出

だ
そ
う
で
す
。

畑
仕
事
は
今
も
し
て
い
る
そ

う
で
、「
毎
日
体
を
動
か
す
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

「
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
、

よ
く
笑
う
こ
と
」
が
長
生
き
の

秘
訣
だ
と
い
う
⃞
⃞
さ
ん
。
お

話
を
す
る
こ
と
が
好
き
だ
そ
う

で
す
。

花
や
木
の
手
入
れ
を
し
、

葉
っ
ぱ
が
つ
い
て
い
く
様
子
を

見
守
る
こ
と
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
い
、
折
り
紙
を
す
る
こ

と
が
楽
し
み
と
の
こ
と
で
し

た
。

「
足
腰
が
丈
夫
な
こ
と
が
長

生
き
の
秘ひ

け
つ訣
」と
⃞
⃞
⃞
さ
ん
。

若
い
こ
ろ
は
山
菜
採
り
を
し
た

り
、
農
作
業
に
励
ん
だ
り
と
、

よ
く
体
を
動
か
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

今
は
、
施
設
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
お
話
を
し
な
が
ら
、
体

操
な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
が

楽
し
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
、
土
建
業
に
勤

め
ら
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手
で

も
あ
っ
た
⃞
⃞
さ
ん
。
今
で
も

毎
日
体
を
動
か
し
て
い
る
そ
う

で
、
そ
の
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。テ

レ
ビ
で
の
相
撲
観
戦
や
、

７
人
い
る
ひ
孫
た
ち
が
遊
び
に

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

旅行が趣味
⃞⃞　⃞さん

（大川１区）

よく笑い長寿
⃞⃞⃞⃞さん

（川原町）

丈夫な体で長寿
⃞⃞⃞⃞さん

（上高崎）

体を動かすことが好き
⃞⃞⃞⃞⃞さん

（小　倉）

ひ孫と遊ぶのが楽しみ
⃞⃞⃞⃞さん

（八　田）

♦90歳を迎えられた方（１月20日現在）
12月20日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（小　　倉）
12月31日　⃞⃞　⃞⃞さん（八　　田）
1月 3日　⃞⃞　　⃞さん（大川１区）
1月10日　⃞⃞　⃞⃞さん（石　　崎）
1月16日　⃞⃞　⃞⃞さん（川　原　町）

1月19日　⃞⃞　⃞⃞さん（上　高　崎）

1月20日　⃞⃞　⃞⃞さん（雀　　舘）

旅
行
が
趣
味
だ
と
い
う
⃞
⃞

さ
ん
。
家
族
で
ハ
ワ
イ
へ
行
っ

た
時
の
こ
と
が
良
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

新
聞
を
読
ん
だ
り
、
昔
の
写

真
を
見
返
し
た
り
す
る
こ
と
が

楽
し
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
マ
ラ
ソ
ン
で
鍛
え
た
足
腰

を
は
じ
め
、体
が
丈
夫
な
こ
と
」

が
長
寿
の
秘
訣
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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五
城
目
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
受
賞
作
品

日
本
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
び

て
い
る
。
食
文
化
や
医
療
の
充
実
、

月
日
を
重
ね
る
ご
と
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
の
進
歩
の
た
め
の
研
究

が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

日
本
の
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
平
均
寿
命
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
の
問
題
は
若
者
の
負

担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

２
０
０
０
年
の
働
き
手
と
高
齢
者

の
比
率
は
約
４
分
の
１
。
つ
ま
り
、

１
人
の
高
齢
者
を
４
人
で
支
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
日
本
で
は
少
子

高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
の

問
題
の
一
つ
は
国
が
国
民
の
生
活

を
保
障
す
る
社
会
保
障
の
費
用
が

増
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
働

き
手
が
減
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
税
収
の
ト
ッ
プ
３
は

「
所
得
税
」「
消
費
税
」「
法
人
税
」。

所
得
税
と
は
個
人
の
所
得
（
給
料
）

に
対
し
て
課
さ
れ
る
税
金
の
こ

と
。
消
費
税
と
は
消
費
に
対
し
て

課
さ
れ
る
租
税
の
こ
と
で
あ
る
。

買
い
物
を
す
る
と
、
消
費
税
が
課

算
さ
れ
る
。
私
た
ち
中
学
生
も
国

に
税
金
を
納
め
て
い
る
の
だ
。
法

人
税
と
は
法
人
の
所
得
に
対
し
て

課
せ
ら
れ
る
税
金
の
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
が
現
在
納
め
て
い
る
税

金
と
い
え
ば
、
消
費
税
の
み
だ
が

私
た
ち
は
い
ず
れ
仕
事
を
し
、
税

金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
、
道
路
を

整
備
す
る
費
用
も
、
新
し
い
施
設

を
作
る
費
用
も
、
私
た
ち
の
教
育

負
担
費
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

納
税
を
す
る
の
は
と
て
も
大
変

な
こ
と
で
あ
る
が
、
緊
急
時
な
ど

に
は
と
て
も
頼
り
に
な
る
の
だ
。

今
ま
で
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は

税
金
で
食
料
を
購
入
し
被
災
地
に

届
け
た
。
税
金
に
よ
っ
て
助
け
ら

れ
た
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。今

、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

不
自
由
な
く
で
き
る
勉
強
を
一
生

懸
命
や
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
し
て
私
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
今
よ
り
も
っ
と
税
金
を
納
め
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
税
金
は
様
々

な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
、
と
て

も
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
環
境
に
な

る
よ
う
に
、
責
任
を
も
っ
て
日
本

の
未
来
の
た
め
に
税
金
を
納
め
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
正
し
い
使

い
方
を
し
て
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
と
感

じ
た
。

　

今
月
号
で
は
、「
平
成
30
年
度
中
学
生
の
税
に

つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
五
城
目
町
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
た
川
村
響お

と
は華
さ

ん
（
五
城
目
第
一
中
学
校
３
年
）
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

「
私
た
ち
と
税
」

※�相談時間　午前９時〜正午、午後１時〜午後３時（受付時間は午前８時30分〜午後３時）
※都合がつかない場合は、割当外の会場でも申告相談ができます。
※予備日は、大変混雑しますので、早めの申告相談をお願いします。

日
付
と
曜
日

町　
　
　
内　
　
　
名

会
場

五　城　目
２
／
７
木
広
ケ
野
、希
望
ケ
丘
、今
町
、

御
蔵
町
、小
池
町
、川
原
町
、

新
町
、一番
町

役場４階
「大会議室」

８
金
田
町
、古
川
町
、長
町

12
火
紀
久
栄
町
、新
畑
町
、矢
場
崎

な
な
く
ら　

13
水
米
沢
町
、畑
町
、仲
町

馬　場　目

14
木
帝
釈
寺
、町
村
、門
前

蓬
内
台
、小
野
台
、平
ノ
下

ふれあい
センター

15
金
寺
庭
、中
村
、水
沢
、恋
地

坊
井
地
、杉
沢
、合
地

富　津　内

18
月
下
山
内
、上
山
内

富津内地区
公　民　館

19
火
富
田
、黒
土（
１
・
２
区
）

小
倉
、八
田

20
水
台
・
御
蔵
下
、脇
乙

落
合
、高
千
、北
々
口

五　城　目

21
木
築
地
町
、昭
辰
町
、雀
舘

役場４階
「大会議室」

22
金
舘
町
、中
川
原
、下
高
崎
、久
保

25
月
中
高
崎
、上
高
崎
、舘
越

26
火
上
樋
口（
上
・
下
）、樋
口

上
田
町
、新
里
町

27
水
岩
城
町
、東
磯
ノ
目
、西
磯
ノ
目

森　山

28
木
岡
本
１
区
、野
田

森山地区
公 民 館

３
／
１
金
岡
本
２
区
、浦
横
町

内　川

5
火
湯
ノ
又（
１
～
４
区
）、小
川
口

生きがい
センター

6
水
浅
見
内（
１
～
６
区
）

大　川

7
木
大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　センター

8
金
大
川
２
・
３
区

11
月
石
崎
、谷
地
中
、曙
町

12
火
下
樋
口
、西
野

全町

13
水
全　
町

役場４階
「大会議室」

14
木

予備日

15
金
予
備
日
と
し
ま
す
。

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

平
成
30
年
分
所
得
税
と
平
成
31
年

度
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
町
内
ご
と
の
申
告
相
談
日

程
や
会
場
は
９
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

申
告
が
必
要
な
方��

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町
に

住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
。

▼�

不
動
産
・
営
業
・
農
業
・
一
時
・
雑

所
得
・
譲
渡
所
得
等
が
あ
り
、
所
得

税
に
係
る
確
定
申
告
を
提
出
し
て
し

な
い
方

▼�

給
与
所
得
者
で
、
２
ヶ
所
以
上
か
ら

給
与
を
得
て
い
る
方

▼�

事
業
所
か
ら
の
給
与
支
払
報
告
書
が

町
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

▼�

平
成
30
年
中
に
中
途
就
ま
た
は
退
職

し
、
所
得
税
の
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
方

▼�
各
種
控
除
を
受
け
る
方
（
年
末
調
整

済
み
の
方
を
含
む
）

▼�

生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
収
入
や
死

亡
保
険
金
等
の
収
入
が
あ
っ
た
方

※�

平
成
30
年
１
月
～
12
月
の
間
に
収
入

が
な
か
っ
た
方
も
、
町
で
は
収
入
の

有
無
を
把
握
で
き
な
い
た
め
、
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�

申
告
に
必
要
な
も
の�

❶�

個
人
番
号
が
分
か
る
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
）
と

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免

許
証
や
保
険
証
な
ど
）

※�

本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
は
不
要
で

す
。

❷�

印
鑑

❸�

還
付
金
の
振
込
先
情
報
が
分
か
る
も

の
❹��

所
得
計
算
に
必
要
な
書
類

　
・�

給
与
、
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
や

給
与
支
払
証
明
書

※�

営
業
、
農
業
な
ど
に
よ
る
所
得
が
あ

る
方
は
、
収
入
や
経
費
が
分
か
る
帳

簿
類
や
、
営
業
所
得
計
算
書
、
平
成

30
年
分
農
業
所
得
に
係
る
取
引
明
細

書
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

❺�

各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

　
・�

各
種
保
険
の
保
険
料
控
除
支
払
証

明
書
（
社
会
保
険
、
生
命
保
険
、

地
震
保
険
等
）

　
・��

寄
附
金
の
採
納
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
、
受
領
書
な
ど

　
・��

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
受
け

る
方
は
配
偶
者
や
被
扶
養
者
の
収

入
金
額
が
分
か
る
書
類

　
・��

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
害

者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書

　
・��

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
は
住
宅
に
係
る
登
記
事
項
証

明
書
、
契
約
書
、
借
入
金
残
高
証

明
書
、
住
ま
い
給
付
金
等
の
補
助

金
関
係
書
類

※�
土
地
や
建
物
の
売
却
や
株
式
等
の
譲

渡
所
得
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
税

務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保

険
料
の
納
付
確
認
書
は
健
康
福
祉

課
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
確
認

書
は
税
務
課
で
発
行
し
ま
す
。

�

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

▼�

「
医
療
費
控
除
」
等
の
適
用
を
受
け

る
場
合
は
、
医
療
費
の
領
収
書
の
添

付
ま
た
は
提
示
（
平
成
31
年
分
ま
で

は
可
）
に
代
え
て
次
の
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❶��

医
療
費
控
除

　

�「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
ま
た
は

医
療
保
険
者
等
が
発
行
し
た
医
療
費

通
知

❷��

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

�「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
明
細
書
」
の
添
付
と
一
定
の
取
組

を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
の
添
付
ま
た
は
提
示

※�

な
お
、「
医
療
費
控
除
」
を
選
択
し

た
場
合
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
」
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

※�

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

�

の
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て�　
　

　
税
務
署
か
ら
、申
告
書
に
代
え
て「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
の
作
成
に
必
要
な
情
報

が
記
載
さ
れ
て
ま
す
の
で
、
申
告
相
談

の
際
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。



♦
人
と
町
を
結
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り

昨
年
８
月
以
降
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

私
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
一
つ
と

し
て
、
外
国
の
方
に
五
城
目
の
暮
ら
し
や

も
の
づ
く
り
を
知
っ
て
も
ら
い
、
継
続
的

に
五
城
目
を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ

か
け
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
９
月
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
で
、

現
在
東
京
大
学
大
学
院
に
通
う
ベ
ル
ナ
ル

ド
さ
ん
が
五
城
目
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
４
年
前
に
学
業
の
た
め
日
本
に
暮
ら

し
始
め
、
休
暇
を
利
用
し
日
本
各
地
を
旅

行
し
た
経
験
が
あ
る
彼
で
す
が
、
今
回
、

五
城
目
に
10
日
間
滞
在
し
て
い
た
中
で
、

町
の
文
化
や
伝
統
に
触
れ
、
た
く
さ
ん
の

新
し
い
経
験
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

ス
パ
ー
ク
五
城
目
で
開
催
さ
れ
た
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
ス
パ
ー
ク
で
パ
ー
リ
ー
！
」

に
参
加
し
た
際
は
、
町
の
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
テ
レ
ン
ス

さ
ん
や
近
隣
市
町
村
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

方
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
が
、
英
語
を
使
っ
て

積
極
的
に
話
し
か
け
て
き
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。

ベ
ル
ナ
ル
ド
さ
ん
は
、
今
月
中

に
ま
た
五
城
目
に
足
を
運
ぼ
う
と

考
え
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
際
は
、

朝
市
の
あ
っ
た
か
鍋
ま
つ
り
な

ど
、
冬
の
五
城
目
の
魅
力
を
紹
介

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
で

彼
を
見
か
け
た
と
き
は
ぜ
ひ
声
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

♦
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
本
を
製
作
し

　
世
界
へ
五
城
目
を
Ｐ
Ｒ
！

昨
年
９
月
以
降
は
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
さ
ん

の
手
助
け
を
得
な
が
ら
、
町
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
す
る
英
語
版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
制
作
に
取
り
組
み
、
１
月
下
旬
か
ら

公
開
を
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
英
語
の
文

章
で
書
か
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
あ
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
方
へ
、
よ
り
具
体
的

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。人

口
が
減
少
し
て
い
る
地
域
に
お
い

て
、
五
城
目
の
よ
う
に
起
業
や
地
域
内
の

連
携
で
活
性
化
を
図
る
動
き
は
世
界
で
も

先
進
的
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
日
本
の
外

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

昨
年
12
月
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
出
身
で
、

国
際
教
養
大
学
で
都
市
社
会
学
を
研
究
し

て
い
る
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ン
・
コ
ホ
ン
助
教
授

が
取
り
組
ん
で
い
る
と
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
五
城
目
で
も
の
づ
く
り

に
携
わ
る
方
々
に
対
し
て
、
町
で
の
暮
ら

し
や
仕
事
の
様
子
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

そ
の
内
容
を
基
に
、
英
語
と
日
本
語
の
両

方
で
書
か
れ
た
本
を
出
版
し
、
日
本
だ
け

で
な
く
海
外
で
も
配
布
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

ジ
ャ
ッ
ク
リ
ン
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
五

城
目
に
住
む
人
々
が
人
口
の
減
少
な
ど
の

問
題
に
直
面
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
哲

学
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
一
方
、
私
に

と
っ
て
は
、
彼
の
関
心
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
機
会
を
借
り
つ
つ
、
五
城
目
の
も
の
づ

く
り
を
海
外
で
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ッ
ク
リ
ン
さ
ん
の
出
身
地
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
は
、
美
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
た
小
商
い
が
盛
ん
な
地

域
で
、「
ア
メ
リ
カ
で
一
番
住
み
た
い
ま

ち
」
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
彼
が

取
材
で
五
城
目
を
訪
れ
た
と
き
は
、
と
て

も
親
近
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
の
魅
力
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
よ
り
多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
「
五
城

目
に
住
み
た
い
」
と
感
じ
る
人
が
出
て
く

る
よ
う
な
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
き

ま
す
。

１月12日から14日の３日間、町内で「千代田区・
五城目町こども交流会 IN GOJOME」が行われました。
今回の交流会には、五城目小学校から12人、千代田
区内の小学校から30人の児童が参加し、マイはし作り
や雪遊び、ホームステイ、おやき作りなどを体験し、
互いの交流を深めました。
参加した児童からは、「たくさんのお友だちができて
楽しかったし、五城目町の魅力を再発見できました」
などの感想が寄せられていました。

１月11日、平成19年から12年間にわたり人権擁護
委員を務められ、昨年12月31日付けで人権擁護委員
を退任された藤本正善さん（今町・73歳）に、法務大
臣から感謝状が贈られました。
佐藤浩雄秋田地方法務局長から感謝状を伝達された
藤本さんは、「多様化する人権問題に対応するため、日々
勉強の12年間でした。今後も、何らかの形で力になれ
ればと思っています」とお話ししていました。　

１月23日、秋田県庁で「元気なふるさとあきたづく
り地域活動表彰式」が行われ、町キイチゴ研究会の皆
さんが秋田地域振興局長表彰を受けられました。
同研究会の皆さんは、キイチゴの栽培や加工品の開
発、販売などを通じて、特産品による地域づくりに貢
献されています。
なお、馬場目川の水質保全や広葉樹林の再生のため
の活動を行う「馬場目川上流部にブナを植える会」の
皆さんも同表彰を受けられています。

人権に関わる相談や啓発活動に尽力
藤本正善さんに法務大臣感謝状

町キイチゴ研究会の皆さんが　
秋田地域振興局長表彰
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12月22日、町屋内温水プールで「第25回クリスマ
ス水泳記録会」が開催されました。
記録会には、町内と近隣市町村の児童が参加し、ク
ロール・自由形・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライなどの
個人種目や、メドレーリレーやフリーリレーなどの団
体種目で日ごろ磨いた泳ぎを披露し、終了後には、一
人一人に記録証が手渡されました。

日ごろ磨いた泳ぎを披露
クリスマス水泳記録会

12年間にわたり人権擁護委員の活動に尽力され、法務大臣から
感謝状が贈られた藤本さん（右から３番目）

保護者たちの声援を受けながら、力強い泳ぎを披露

五城目ならではの体験を通じ、友情の輪を広げました

会長の佐々木雄幸さん（左から３番目）は、「町の産業の一翼を担う
ような研究会にしていきたいです」とお話ししていました
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思い出いっぱいの３日間
冬の五城目でこども交流会

「スパークでパーリー！」に参加し、たくさんの方と交流を深めたベ
ルナルドさん（右から４番目）

ウェブサイト　https://gojomediary.info
Facebook　https://www.facebook.com/GojomeDiary/
Instagram　https://www.instagram.com/　_gojomediary/

町を訪れ、インタビューを行うジャックリンさん㊨

今
月
の
担
当

三
輪　
卓
護



Happy New Year, everyone!

O n  D e c e m e b e r ,  I  v i s i t e d  
Christmas English lessons. This 
was  on ly  Chr i s tmas  event  I 
attended. This was the first time 
teaching for a group so young. 
There were also a few end of 
the year parties that I attended.

When I left for Tokyo for the 
New Year, Gojome had very 
little snow. But when I came 
ba c k ,  i t  w a s  l i k e  a  who l e 
different town covered in snow. 
I'm very grateful for the days 
when I can see the sun now.

I can't skateboard since the 
ground has snow, but I was able 
to  f ind a  snowskate  a t  the 
secondhand store. So you might 
see me occasionally still with a 
board in my hand even now.

みなさん、明けましておめでとう
ございます！

12月は、クリスマス英語教室に参
加しました。私がクリスマスに出た
イベントはこの英語教室のみで、小
さな子どもたちに教えるのは初めて
の経験でした。忘年会には、何回か
出席しました。

新年を迎え、旅行で東京へ向かう
とき、五城目には雪があまり積もっ
ていませんでしたが、五城目に戻っ
てきたときは雪に覆われていて、全
く別の町のようでした。最近、太陽
が見える日はとても嬉しい気持ちに
なります。

雪が積もってからスケートボード
に乗れなくなりましたが、中古品店
でスノースケートを見つけました。
この季節でも、私が手にスケート
ボードを持っている姿をたまに見か
けるかもしれません。 
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◆本名：テレンス・ジェームズ・サン
チェズ、誕生日は３月７日◆出身地：
アメリカ合衆国カリフォルニア州サン
ノゼ◆昨年の８月から町の英語指導
助手（ALT）に着任。趣味はスケート
ボード、筋力トレーニング、バスケット
ボールの試合観戦など。最近の好き
な映画作品は、「デイアンドナイト」。

White W inter Wonderland（白い冬のワンダーランド）

（
敬
称
略
）

秋
田
県
相
撲
連
盟
表
彰

▼
奨
励
賞　
佐
々
木　
愛
（
五
城
目
小
６
年
）

福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

❖
小
学
校
の
部

　
▼
最
優
秀
賞　
関　
　
心
結
（
五
城
目
小
４
年
）

美
し
い
故
郷
を
未
来
へ「
エ
コ
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

❖
１
年
生
エ
コ
一
般
の
部

　
▼
最
優
秀
賞　
舘
岡　
彩
音
（
五
城
目
小
１
年
）

❖
２
年
生
馬
場
目
川
河
川
浄
化
の
部

　
▼
最
優
秀
賞　
高
橋　
千
遥
（
五
城
目
小
２
年
）

❖
６
年
生
馬
場
目
川
河
川
浄
化
の
部

　
▼
最
優
秀
賞　
山
田　
優
人
（
五
城
目
小
６
年
）

第
１
回
男
鹿
潟
上
南
秋
児
童
書
き
初
め
展

❖
半
紙
の
部

　
▼
金　
賞　
武
田　
咲
桜
（
五
城
目
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
高
橋　
胡
春
（
五
城
目
小
５
年
）

潟
上
市
新
春
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
優　
勝　
五
城
目
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
10
回
秋
田
県
新
春
書
初
め
席
書
大
会

▼
特　
選　
阿
部
紗
理
菜
（
五
城
目
小
２
年
）

　
　
　
　
　
小
玉　
胡
桃
（
五
城
目
小
３
年
）

　
　
　
　
　
石
井　
心
音
（
五
城
目
小
５
年
）

　
　
　
　
　
伊
藤　
　
輝
（
五
城
目
小
５
年
）

　
　
　
　
　
高
橋　
胡
春
（
五
城
目
小
５
年
）

　
　
　
　
　
小
熊
こ
と
み
（
五
城
目
一
中
２
年
）

スノースケートがあれば、雪が降って
もスケートボードを楽しめます。
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【
　
短 

　
歌
　
】

逝
き
し
友
の
好
み
し
歌
の
懐
か
し
さ

唄
え
ば
想
い
に
声
の
つ
ま
れ
り

	

山
本
町
　
　

近
藤
エ
イ
子

粉
雪
の
積
も
り
し
屋
根
に
風
立
ち
て

白
き
郡ぐ

ん
ち
ょ
う鳥
と
な
り
舞
い
上
が
る

	

浦
横
町
　
　

大
宮
　
一
郎

初
春
の
紅
の
色
濃
き
乙
女
の
よ
う

椿
艶
め
き
そ
っ
と
触
れ
み
る

	

岡
　
本
　
　

大
石
　
政
子

飴
玉
と
煎
餅
の
味
を
知
る
時
し

わ
れ
に
八
十
五
歳
は
静
か
に
来
た
り

	

大
　
川
　
　

小
熊
　
正
明

　
【
　
俳 

　
句
　
】

遠
山
に
う
す
び
さ
し
た
る
枯
野
か
な

	

新
　
町
　
　

高
橋
　
房
子

老
い
二
人
脳
み
そ
締
み
て
笑
ふ
春

	

湯
ノ
又
　
　

畑
澤
ト
ミ
子

春
近
し
押
花
つ
き
の
栞
受
く

	

湯
ノ
又
　
　

畑
沢
タ
マ
子

娘
へ
の
荷
に
や
は
り
里
味
キ
リ
タ
ン
ポ

	

湯
ノ
又
　
　

松
橋
テ
ル
子

　
【
　
川
　 

柳
　
】

人
間
と
ビ
ル
が
キ
ラ
キ
ラ
す
る
都
会

	
新
畑
町
　
　

荒
川
み
な
み

あ
ら
す
じ
は
い
ら
ぬ
二
人
の
映
画
館

	

矢
場
崎
　
　

鈴
木
さ
く
ら

突
風
も
耐
え
て
親
父
の
ジ
ャ
ン
プ
傘

	

新
畑
町
　
　

荒
川
　
一
滴

一
言
が
効
い
て
陽
を
見
た
伸
び
盛
り

	

新
里
町
　
　

加
藤
　
円
心

・��

お
し
り
た
ん
て
い
　
プ
プ
ッ
　

ゆ
き
や
ま
の
し
ろ
い
か
い
ぶ
つ

／
ト
ロ
ル
作

・��

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
　
ロ
ボ
ッ
ト

大
さ
く
せ
ん
／
原
ゆ
た
か
作

・��

七
つ
の
お
ま
じ
な
い／

小
林
深
雪
作

・��

わ
け
あ
っ
て
絶
滅
し
ま
し
た
。

／
今
泉
忠
明
監
修

・��

は
じ
め
て
の
お
菓
子
レ
ッ
ス

ン
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
／
阪
下
千
恵
著

・��

２
０
１
９
年
本
屋
大
賞
ノ
ミ

ネ
ー
ト
作
品
　
数
冊

※�

新
刊
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
図
書
室
は
、午
後

７
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
の
助
成
金

を
受
け
、
久
保
町
内
会
、
昭
辰
町
町
内
会
が
そ
れ

ぞ
れ
活
動
用
備
品
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼久保町内会
　（一般コミュニティ助成事業）
　 　町内会の拠点の久保公民館に冷暖

房設備やテレビなどを整備して機能
を高めました。また、除雪機や格納
庫の整備により、冬期間の除排雪に
町内会で取り組みます。

▼昭辰町町内会
　（一般コミュニティ助成事業）
　 　冬期間、町内会で除排雪に取り組

むために、除雪機と格納庫を整備し
ました。一人暮らしや高齢者などの
緊急時の避難経路の確保にも役立て
られます。



お問い合わせ　町総務課（☎852・5332）

地域に根ざし、遊動する。
これからの暮らし方、働き方

シェアオフィスや多拠点
居住を切り口に新たな取り
組みを行う小池克典さん（一
般社団法人Living Anywhere 
副事務局長）をお招きし、
これからの暮らし方・働き
方の潮流を学びます。

▶日　時　２月８日㈮　午後６時から８時まで
▶会　場　朝市ふれあい館
※どなたでも自由にご参加いただけます。

食べながら学ぶ、
地域の食の可能性と魅せ方

地域の食文化をしっかり
と見つめながら、より一層
魅力的なレシピや食ビジネ
スを生み出す秘

ひ け つ

訣を生産者
に近い料理家として全国で
活躍する森本桃世さん（料
理家、レストラン「風土は
foodから」シェフ）をお招
きし、ランチ会と講演会を開催します。
▶日　　時　２月24日㈰　正午から午後２時まで
▶会　　場　いちカフェ
▶参 加 費　500円（ 森本さんのお料理を１品提供します）
▶定　　員　15人
▶申し込み　まちづくり課（☎852・5361）まで
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼
のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。
❖交際費の支出状況（12月）

分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会 費 8件

あきぎん会総会、市町村職員共済組合意見交換
会、消防幹部意見交換会、落合鶴亀漫芸一座秋
田県特別表彰受賞記念祝賀会、町防犯協会・町
防犯指導隊合同慰労会、教育委員歓送迎会、富
津内地区町内会長会懇親会、町酒米研究会総会

39,000円

接　遇 1件 来客時お土産 4,860円

その他 3件
農業委員会忘年会、山神祭、落合鶴亀漫芸一座
秋田県特別表彰受賞記念祝賀会 16,860円

合 計 12件 60,720円

平成30年４月〜12月の合計 785,470円

1／�市町村会館管理組合定例会（秋田
市）、町村電算管理システム共同
事業組合管理者会（秋田市）

4／�３月補正予算町長・副町長査定
（役場）

6／�八郎湖周辺清掃事務組合協議
会（男鹿市）、市町村総合事務組合
議会定例会（秋田市）

8／�山村・過疎地域振興協議会理事
会、定期総会（秋田市）

12／湖東厚生病院運営委員会（町内）

平成31・32年度入札参加資格審査
申請書（建設工事、測量・建設コン
サルタント等）を受け付けます。

▼提出書類（ 様式は町HPからダウン
ロードできます）

【建設工事】
❶ 建設工事入札参加資格審査申請書

（国土交通省統一様式、秋田県様
式、町様式）
❷登録希望工事種別調書
❸経営事項審査結果通知書の写し
❹工事経歴書（過去２年間）
❺営業所一覧表
❻技術職員等名簿
❼�建設業退職金共済事業加入・履行

証明書の写し

❽社会保険料納入証明書の写し
❾建設業許可証明書の写し
�納税証明書（消費税含む）の写し
�登記簿謄本（法人）の写し
�使用印鑑届（様式は任意）
�委任状（権限を代表者以外に与え
る場合のみ・様式は任意）
�暴力団等に関する誓約書
�【測量・建設コンサル等】
❶�建設工事入札参加資格審査申請書

（国土交通省統一様式）
❷測量等実績書
❸技術者経歴書
❹法令等による登録通知書の写し
❺支店・営業所一覧表
❻�納税証明書（消費税含む）の写し
❼登記簿謄本（法人）の写し

❽使用印鑑届（様式は任意）
❾�委任状（権限を代表者以外に与え

る場合のみ・様式は任意）
�暴力団等に関する誓約書

▼ 提出方法
・�町内業者は持参とし、町外業者は

郵送でも可とします。また、提出
部数は一部とします。

▼受付期間
・�町内業者
　３月１日㈮〜３月29日㈮
・�町外業者
　２月１日㈮〜2月28日㈭

▼参加資格有効期間
　平成31年４月１日〜

平成33年３月31日

町総務課　〒018−1792　五城目町西磯ノ目一丁目１番地１（☎852・5332）
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五城目町・八郎潟町・大潟村で構成する南秋地域公共
交通活性化協議会では、３町村の公共交通について検討
を進めています。

そこで、福島大学　吉田　樹　准教授を講師にお招き
し、地域が作り上げる公共交通についてご講演いただき、
地域の皆さまよりご意見を伺う座談会を開催します。

▼日　時　２月28日㈭　午後１時30分〜午後３時30分

▼会　場　五城館ホール

▼講　師　吉田　樹さん（福島大学経済経営学類准教授）

▼参加費　無料
※ 周辺駐車場には限りがございます。自家用車でお越し

の際はご注意願います。

吉田樹准教授プロフィール
専門は地域交通政策や地域観光政策など。国土交通省
東北運輸局が選出する地域公共交通東北仕事人。国土
交通省社会資本整備審議会臨時委員や交通政策基本法
案の検討に関わられたほか、国内各地で地域公共交通
政策のサポートを行う。中でも八戸市での10年余り
にわたる取組みは、交通まちづくりそのものと評価さ
れ、コンパクト＆ネットワークの先駆けとも言われて
いる。

お問い合わせ　南秋地域公共交通活性化協議会　事務局　町まちづくり課（☎018・852・5361）

お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5361）

町では、来庁者と職員の受動喫煙防
止対策として、平成31年４月１日㈪か
ら役場庁舎の敷地内禁煙を実施します。

来庁される皆さんからも、ご協力をお願いします。
※敷地内に喫煙場所はありません。

平成31年４月１日から役場庁舎の
敷地内禁煙を実施します



人権困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　２月21日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館
問 町総務課（☎852・5332）

環境と文化のむらイベント
マイはしづくり

▶イベント 「マイはしづくり」職人さ
ん直伝！本格素材のはしを
作ろう。

▶開催日　２月17日㈰
▶時　間　午前10時〜正午
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※ 参加は無料。申し込みは下記まで。
問  県環境と文化のむら（☎852・2202）

いっしょに歌いましょう
「うたごえ喫茶」in五城館

　思い出の歌を歌集を見ながら、大合
唱しませんか。聴くだけでもOKです。
▶日　時　２月17日㈰
　　　　　午後１時30分〜

午後３時30分
　　　　　（受け付け：午後１時〜）
▶会　場　五城館
▶参加料　 1,000円（ケーキとコー

ヒーまたは紅茶のセット、
貸出歌集付き）

▶曲目例　 「うれしいひなまつり」「天
使の誘惑」「四つのお願い」

「青い山脈」「なごり雪」「ブ
ルーライト．ヨコハマ」など

▪申・問 五城館（☎852・5300）

「交通災害・不慮の災害共済」
加入申込受付中！

　平成31年度の「交通災害・不慮の災
害共済」の加入申し込みを受け付けて
います。掛け金は交通災害共済300
円、不慮の災害共済700円です。
　加入申し込みは、取扱金融機関（秋
田銀行、北都銀行、郵便局）または役
場住民生活課窓口で行えます。
※ 申し込みの際に、反射材を差し上げ

ます。
問 町住民生活課（☎852・5112）

募 個別施設計画（案）について
ご意見を募集します

　本町の公共施設等の管理運営に関す
る方針を示した「五城目町公共施設等
総合管理計画個別施設計画（案）」を作
成しましたので、町民の皆さまから本
計画案に対するパブリックコメント
（ご意見）を募集します。
　計画案は町ホームページ（www.
town.gojome.akita.jp）、役場３階総
務課前で公表しています。
▶募集期間　２月28日㈭まで
▶募集対象者　
　❶町内に住所を有する方
　❷ 町内に事務所または事業所を有す

る個人、法人、団体
　❸ 町内の事務所または事業所に勤務

する方
　❹町内の学校に在学する方
　❺この計画に利害関係を有する方
問  町総務課財政担当（☎852・5322、

メール　zaisei＠town.gojome.
lg.jp）

国民年金保険料免除等の
申請はお済みですか？

　保険料が納め忘れの状態で、万一、
障害や死亡といった不慮の事故が発生
すると、障害者年金や遺族基礎年金を
受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を
納付することが困難な場合には、保険
料の納付が免除・猶予となる「保険料
免除制度」「納付猶予制度（50歳未
満）」「学生納付制度」がありますの
で、役場住民生活課の国民年金窓口で
手続きをしてください。申請書は窓口
に備え付けてあります。
　また、申請時点の２年１か月前の月
分までさかのぼって申請することがで
きます。
　失業等により保険料を納付すること
が経済的に困難になったものの、申請
を忘れていた期間がある方は、役場住
民生活課の国民年金窓口または年金事
務所へご相談ください。
問 町住民生活課（☎852・5112）
　 秋田年金事務所（☎865・2399）
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募 シルバー会員を募集

　町シルバー人材センターでは、60歳
以上の方を募集しています。同セン
ターでは、「自主・自立・共働・共助」
の理念のもと、長年の経験を生かし就
業、報酬を得ながら地域社会に貢献す
ることを目標としています。一緒に働
いてみませんか。
※ 入会は随時受け付けています。下記

までご連絡ください。
問  町シルバー人材センター　町社会福

祉協議会内（☎852・5192）

大正琴・文化箏
春のコンサート

▶日　時　３月17日㈰
　　　　　午後１時30分開演
▶入場料　無料
▶会　場　五城館
▶演奏曲　 北の旅人、東京ラプソディー

風雪ながれ旅　など
▶出　演　
　・大正琴　 五城目教室、八郎潟教室、

グランドオーケストラ
　・文化箏　 大潟教室、秋田中央教室、

楽しく歌を歌う会
▶賛助出演　コールもりやま
問  大正琴・文化箏「花かげ会」五城目教

室　加賀谷（☎852・4044）、京
野（☎852・4524）

募 求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▶訓練期間　４月３日㈬〜９月30日㈪
（６か月）

▶訓練時間　午前９時20分〜
午後３時40分

▶会　　場　ポリテクセンター秋田
（潟上市）

▶訓練科（定員）
　・電気設備技術科（13人）
　・ビル管理技術科（15人）
▶募集期間　２月27日㈬まで
▶受 講 料　無料（ テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　 ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※ 毎週木曜日に施設見学会を行ってい
ます。（雇用保険受給中の方は就職活
動として認められます）

▪詳・問  ポリテクセンター秋田（☎873・
3178）または同センターHPまで

社会福祉協議会へ
寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・ 12月13日　5万円　⃞⃞⃞⃞さん
　雀　舘　（亡き父　⃞⃞⃞さん）
・ 12月25日　3万円　⃞⃞⃞⃞さん
　浦横町　（亡き夫　⃞⃞さん）
・ 12月27日　3万円　⃞⃞⃞⃞さん
　杉　沢　（亡き妻　⃞⃞⃞さん）
▶寄付金
・ 12月18日　1,717円
　小玉道義さん　湯ノ又（１円玉寄付）
・ 12月20日　12,811円
　佐々木鉄美さん　恋地（５円玉寄付）
問  町社会福祉協議会（☎852・5192）

冬道はスピードを控えめに 車間距離は十分に

１月７日、町交通安全協会と町交通
指導隊により、交通安全祈願を行
いました。

交通事故相談窓口をご存知ですか？
相談は無料です‼
　交通事故は誰にとっても突然で、どう
したらよいのか戸惑います。
　県生活センターでは、被害者や加害者
が抱えるさまざまな問題に、専門相談員
や顧問弁護士が中立公平な立場で、解決
に向けてアドバイスをしています。どな
だたでもお気軽にご相談ください。
※ 交通事故に関する相談・お問い合わせ

は県生活センター（アトリオン７階）
　（☎836・7804または7805）

平成30年飲酒運転等追放競争結果24位 （全県25市町村） ※平成29年は７位
（※１～12月までに、酒酔い運転１件、酒気帯び運転１件、飲酒運転による負傷事故１件、飲酒以外の死亡事故１件が発生しました。）



お問い合わせ　町住民生活課（☎852・5112）
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平成30年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　小玉　　蒼さん）
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収　　集　　町　　内
新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2019年 ３月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他
空きビン類

金属類他
空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区
馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

6日・20日（水）　（全町）

14日・17日・11日
14日・18日・25日
28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日・30日

9日（土）
23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）

五城目町防災行政無線の
試験放送を行います
防災力強化に向けた防災行政無線の整備

を今春完了し、４月から本格的な稼働が始
まります。
それに先立ち、試験放送を行います。

▶ 試験放送期間
　２月15日㈮～３月31日㈰

 広体  広域五城目体育館
 広体ト   広域五城目体育館ト

レーニング室
 屋温プ  屋内温水プール

 朝市  朝市通り
 朝館  朝市ふれあい館
 五小  五城目小学校
 五一中  五城目第一中学校

 ケアセ  ケアセンター五城目
 馬川公  馬川地区公民館
 大川公  大川地区公民館
 富津公  富津内地区公民館
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日 月 火 水 木 金 土

1 2
▶青・壮年スポーツ教室
19：00～ 広体 

▶第58回高松宮杯
東北高校選抜
レスリング大会
9：00～ 広体 
▶わらしべフェス
9：30～ 馬川公 

3 4 5 6 7 8 9
▶消防消舎巡回点検
9：00～ 全町 
▶第58回高松宮杯
東北高校選抜
レスリング大会
9：30～ 広体 

▶子育てサロン
10：00～ ケアセ 
▶介護予防ひまわり会
13：30～ 五城館 

▶おためし
フィットネス
トレーニング教室
10：00～ 広体ト 
▶アクア体操
14：00～ 屋温プ 

▶朝市健康相談
10：00～ 朝館 
▶健康麻雀教室
13：30～ 広体 

▶結婚支援センター
出張開設
11：00～ 町民セ 
▶介護予防いきいき男塾
13：30～ 富津公 
▶青・壮年スポーツ教室
19：00～ 広体 

▶わらしべ塾
サッカー教室
10：30～ 馬川公 
▶わらしべ塾
卓球、ミニテニス教室
18：00～ 広体 

10 11 12 13 14 15 16
 建国記念の日 ▶子育てサロン

10：00～ ケアセ 
▶おためし
フィットネス
トレーニング教室
10：00～ 広体ト 
▶アクア体操
14：00～ 屋温プ 

▶高齢者体力つくり教室
9：30～ 広体 
▶健康麻雀教室
13：30～ 広体 

▶朝市健康相談
10：00～ 朝館 
▶青・壮年スポーツ教室
19：00～ 広体 

17 18 19 20 21 22 23
▶冬の朝市
「あったか鍋まつり」
9：00～ 朝市 
▶ごじょうめ朝市plus+
9：00～ 朝市 

▶五城目一中
第３回PTA
13：35～ 五一中 

▶ 食育の日　
▶ 子育てサロン
10：00～ ケアセ 
▶介護予防ひまわり会
13：30～ 五城館 
▶五城目小PTA
授業参観
13：55～ 五小 

C M 5：2 2
（秋田朝日放送）

▶おためし
フィットネス
トレーニング教室
10：00～ 広体ト 
▶アクア体操
14：00～ 屋温プ 

▶健康麻雀教室
13：30～ 広体 
▶人権困りごと
なんでも相談室
15：00～ 朝館 

▶介護予防いきいき男塾
13：30～ 富津公 
▶青・壮年スポーツ教室
19：00～ 広体 

24 25 26 27 28
今月の町税

国民健康保険税８期の納期限は
２月28日㈭です。納期内納付にご
協力をお願いします。

お問い合わせ
町税務課　☎852・5144

▶五城目おはなし会
10：00～ 朝館 

▶朝市健康相談
10：00～ 朝館 

▶子育てサロン
10：00～ ケアセ 

▶おためし
フィットネス
トレーニング教室
10：00～ 広体ト 
▶アクア体操
14：00～ 屋温プ 

▶脳はつらつ教室
10：00～ 朝館 
▶健康麻雀教室
13：30～ 広体 
▶五城目一中同窓会
入会式
13：35～ 五一中 
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町の人口と世帯（平成30年12月末現在）

□　□　□　□ちゃん	 12月 5日	 □　・　□　□	 矢　場　崎
□□□　□　□くん	 12月19日	 □　・　□　□	 ななくら

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

「	お兄ちゃん、お姉ちゃんたちと
一緒に仲良く元気に育ってネ♥」

パパ・ママから

前月比 昨年比 12月中の
人　口 9,295人 （－20）（－228） 転入者数
（男） 4,331人 （－10）（－121） 5人
（女） 4,964人 （－10）（－107） 転出者数
世　帯 4,031世帯 （－ 3）（－ 34） 7人

※	「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

雪
が
た
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の
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毎
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元
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に
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遊
び
を
す
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こ
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
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と
、そ
う
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不
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ど
も
吹

き
飛
び
、雪
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る
の
を
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み

に
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て
い
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昔
の
気
持
ち
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）

平
成
最
後
の
年
も
１
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ぎ
ま
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号

が
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り
ま
す
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成
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す
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元
号
の
発
表
が
心

待
ち
で
す
。（
柏
　

和
順
）

□□□　□　□さん	 74歳	 12月 2日	岡本一区
□　□　□　□さん	 89歳	 12月 3日	紀久栄町
□　□　□　□さん	 93歳	 12月11日	八　　田
□　□　□　□さん	 90歳	 12月12日	小　川　口
□　□　□　□さん	 88歳	 12月13日	下　山　内
□　□　□□□さん	 76歳	 12月13日	水　　沢
□　□　□　□さん	 71歳	 12月16日	浦　横　町
□　□　□□□さん	 87歳	 12月18日	岡本一区
□　□　□　□さん	 85歳	 12月18日	新　畑　町
□　□　□□□さん	 76歳	 12月18日	杉　　沢
□　□　□　□さん	 84歳	 12月20日	新　　町
□　□　□　□さん	 86歳	 12月22日	大川１区
□　□　□　□さん	 51歳	 12月24日	東磯ノ目
□　□　□□□さん	 96歳	 12月25日	下　山　内
□　□　□□□さん	 87歳	 12月26日	湯ノ又２区
□　□　□　□さん	 63歳	 12月26日	小　　倉
□　□　□□□さん	 90歳	 12月27日	坊　井　地
□　□　□　□さん	 78歳	 12月29日	蓬　内　台


